
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行 2009 年 10 月 

ＶＯＬ．36 
２万部発行 

 

◎○の秋 

あなたにとっては 

どんな秋！？ 

 

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 
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Ｑ．豊中市が所蔵している美術品は何点あり、  

美術品を保管している倉庫代は？ 

過去に市が美術品購入にかけた金額は？市所蔵

の美術品を鑑定したことはあるのか？  
 

（答弁） 

本年 3 月末時点で 791 点を所蔵。購入品 270 点、

寄贈等 521 点で、美術品購入にかけた金額は  

約1億円。美術品倉庫は1989年から契約し、費用

は約 500 万円/年。作品鑑定は、一定以上の作品

が鑑定の対象になるので、これまで実施してない。 
 
 

Ｑ．DV 被害者への対応はどこで誰がしているのか？  

ＤＶ基本計画の策定や配偶者暴力相談支援センター

の設置について現段階での豊中市の見解は？ 
 

（答弁） 

豊中市内では、男女共同参画センターすてっぷの  

相談室で行っている。状況に応じて、大阪府女性   

センターと連携をとり、一時保護につなげている。 

基本計画策定の策定については、本年度、着手した

いと考えている。配偶者暴力相談支援センターの  

設置については、様々な課題があると考えている。 

Ｑ．モニター代や設置費用、維持管理費などは、広告

業者が負担。行政情報や市内企業などの広告を流

し、市は広告料収入（約１００万円）を得る。財源確保

が見込めるこの事業を豊中市でも検討してみては？ 
 

（答弁） 

新たな財源の確保や、職員による新たな発想の展開が

期待でき、全庁的に市の様々な媒体の可能性の検討

を行っている。モニター設置による収入の確保について

は、施設の用途や目的を妨げないか等の配慮も含め、

検討していく。 

Ｑ．幼稚園・保育所・小中学校での新築・改修工事に 

より、子ども達がシックスクールを発症した事例、通園・

通学が困難となっている事例はこれまでにないのか？ 

そういった場合、どういった対応をとられるのか？ 
 

（答弁） 

校舎や体育館の新築・改修による発症事例報告はあり

ません。現時点でのシックハウス・化学物質過敏症を 

有する児童、生徒への対応については、個別の状況に

応じて、保護者との事前の話し合いをもとに対応する。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校施設などの耐震化は必要不可欠です。 

しかし、耐震化工事等で、子ども達がシックスクー

ルを発症しては大問題です。また、シックスクール

により通学が困難となり、教育を受けられない  

ケースが生じた際に、担当職員、学校長によって 

対応が異ならないよう、職員・保護者・児童・生徒に

シックスクールや化学物質過敏症への理解を求め

る取り組みが必要ではないでしょうか。 

ＤＶの被害件数は、増加し続けています。しかし、ＤＶの  

問題は、当事者の意見・要望を伺う事が非常に困難です。 
まずは、ＤＶの問題の解決に向け、当事者の方々の思い・

要望を可能な限り汲み取り、広く明らかにする必要がある

と思います。その上で、市として、専門相談員の確保も含

めた財政上の支援を国や府に要望し、一時保護後の自立

に向けた経済的な基盤づくりや子どもの養育等も含めた 

生活の安定、精神的安定等の支援に努めて欲しいです。 

市庁舎に液晶モニターを設置することで、市の 

施策の周知や、新たな財源も期待でき、他にも、

新型インフルエンザに関する情報、地震や集中 

豪雨など緊急速報などを随時、流すことが可能で

す。また、市庁舎だけでなく、図書館、保健所、 

公民館などにも設置が可能で、市内の様々な所

で広報活動が出来ます。広報ツールの拡大と  

行財政効果が期待できる取り組みの実施を検討

して欲しいです。 

美術品を寄贈された方、美術品を購入した豊中市、 

大量の美術品の購入、それらを保管するために年間 

約５００万円の倉庫代に莫大な税金を使われてきた 

市民、それぞれにとって、当初の目的や希望が達成さ

れておらず、豊中市は誰にとっても無益なことをやって

きたと思います。所蔵している美術品の鑑定を行い、 

価値を明確にし、今後の取り扱いについて、早急に  

対応すべきです。美術品は価値があるない以前に、 

展示して人の目に触れなければ、もったいない！！ 

大量の美術品を倉庫に眠らせず、人の目に触れられる

方法を真剣に考えて欲しいです。 
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日 々 の 活 動 に つ い て の 詳 細 は 神 原  宏 一 郎 ホ ー ム ペ ー ジ の 日 記 を ご 覧 く だ さ い ！

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/diary.html  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

神原 宏一郎の活動報告 2009 年 7 月 1 日～9 月 30 日（抜粋）※印は公務 
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2009 年 7 月 

 1 日  まちづくりフォーラム「石川県七尾市のまちづくり 

              ～タウンマネージャーとしてかかわって～」 

 2 日  豊中市老人クラブ大会 ※ 

     関西若手議員の会 (株)地域計画建築研究所 田口智弘氏講演 

 3 日  市民力フェスタ 2009 実行委員会 

 4 日  上野歩こう会 

 5 日  シックスクール・化学物質過敏症学習会 

     西念京祐氏基調講演・中垣芳隆氏パネルディスカッション 

 7 日  ７月臨時議会 本会議 ※ 

 8 日 「社会を明るくする運動・豊中地区市民のつどい」※ 

 9 日  建設水道常任委員会傍聴 ※ 

     豊中ごみ問題を考える会 

10 日     環境福祉常任委員会傍聴 ※ 

    「食料と食育」勉強会 

13 日  文教常任委員会 ※ 

14 日  総務常任委員会傍聴 ※ 

15 日  北摂市民ネットワーク 

17 日  議会運営委員会傍聴 ※ 

     ７月臨時議会 本会議 ※ 

18 日   クリーン作戦参加・ニュースポーツ講座見学 

         ｢好きやねん千里西町ふれあいフェアー」 

20 日  イレブンの会 学習・懇談会 

  「未来の豊中市を考えるために～参画と共同による自治の仕組み作り～」 

21 日 シックスクール・化学物質過敏症学習会打合せ 

22 日 行財政改革・地方分権調査特別委員会傍聴 ※ 

23 日 空港問題調査特別委員会 大阪航空局陳情 ※ 

24 日 東京都江戸川区「すくすくスクール」視察 ※ 

25 日 第 9 回市政報告会 

    キッズフェスタ 2009 見学 

    ハニー・ビー主催シンポジウム 

   「障害があるからこそ僕たち私たちは社会に出たい」参加 

27 日  北摂アクションネット 

28 日  ごみ問題学習会 

29 日 「京都市掃除に学ぶ便きょう会～全国実践交流会～」 

    「子どもを共に育む～未来づくり教育フォーラム in 京都」 

30 日  市民ワークショップ参加 

    アン・ライト＆天木直人対談「平和と戦争について語る」 

31 日  第 20 回英国科学実験講座クリスマス・レクチャー2009 

    「冒険！コンピューターの世界へ！」 

   

2009 年 8 月 

 1 日  豊中まつり 2009 

 2 日  シドニー・IBA 大阪親善交流会 

 3 日   豊中ごみ問題を考える会 

 4 日  市民力フェスタ 2009 実行委員会 

 7 日 「今さら聞けない核の話」 

     プール学院大学短期大学部准教授・伊藤宏氏講演 

 8 日  緑地公園駅地区交通バリアフリー事業竣工記念イベント 

     「みんなで考えるまちづくり、住みよい緑地公園駅をめざして」 

 9 日  稜声会合唱団演奏会 鑑賞 

10 日   第 46 回教育研究会「慈愛の心を育てる～道徳教育で育むもの～」 

13 日   豊中市教育施設見学 

     (教育センター・庄内少年文化館・青少年補導センター) 

 

20 日  ごみ問題学習会 

    上野まつり事前準備 

22 日 「曽根サマーフェスティバル 2009」 

    上野まつり 

23 日  上野まつり後片付け 

    豊中平和映画祭 

   「ブライアンと仲間たちパーラメント・スクエア SW1」鑑賞 

    寺内まつり 

25 日  北摂アクションネット 

    「食の育みフォーラム 21in 豊中」 

    けやきの会・理科サロン 

    「科学と疑似科学」松田卓也氏講演 

27 日 「夏季教職員研修公開講座」 

    「学びとコミュニケーションの再生」平田オリザ氏講演 

     豊中市伊丹市クリーンランド施設見学 

28 日  指定生活介護事業所「豊中市立たちばな園」施設見学 

    インターン企画・主催「マニフェスト研究・作成会」 

29 日 「大阪市事業仕分け」傍聴 

    東豊台まつり 
 

2009 年 9 月 
 2 日 北摂市民ネットワーク 

 3 日 9 月定例会 本会議 ※ 

 5 日「西原司のネットラジオ」録音参加 

    シックスクール・化学物質過敏症学習会 

   「身近な危険有害物質から子どもを守ろう！ 

    ～本当に安全な耐震工事ってなあに？～」 

    樫野孝人さん・藤原和博さん公開シンポジウム 

 6 日「豊中市の生活保護制度の現状について」勉強会 

   「よい歯の高齢者 8020 表彰」表彰式 ※ 

    第 34 回市民健康展 見学 

 7 日 文教常任委員会 ※ 

    関西若手議員の会政策部会 

 ８日 建設水道常任委員会 傍聴 ※ 

 ９日 環境福祉常任委員会 傍聴 ※ 

１０日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

    自殺予防週間講演会「ストレス、うつ病の正しい知識 

    『「地域の教育力」と社会教育』岩槻知也准教授講演 

１２日 「公的子どもオンブズパーソンをつくる会」 

１３日 インターン主催イベント「青少年補導センター出前講座」 

１４日 「社会教育職員のこれからの役割」 出相泰裕准教授講演 

１５日 「生涯学習の視点と教育振興計画」塩見昇名誉教授講演 

１６日 「裁判員制度を考える」大川一夫弁護士講演 

１９日  南丘グリーンフェスタ   

     敬老の集い 

     神原インターン現役・OB・OG 交流会 

２３日  ごみ問題学習会 

２４日  学生マニフェスト提出会 

２５日  ９月定例会 本会議 ※ 

      特定非営利活動法人  

     ハニー・ビー設立記念パーティー 

２６日  上野小学校運動会見学 

２７日  万代豊中本町店新築工事 住民説明会 

２８日  ９月定例会 本会議 ※ 

２９日  ９月定例会 本会議（神原宏一郎個人質問） ※ 

     とよなかまちづくりフォーラム 
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発行元 つながりひろば ～Link Square～ 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/ 

「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

前向きひろば 2009 年 7 月～9 月分 

収入 

前月繰越残高 \1,876,482 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 1)  \5,000 

合計（１） ￥2,781,482 

支出 

家屋費（イベント会場含） ￥224,415 

光熱費 ￥10,069 

通信費 ￥24,154 

印刷費 ￥17,400 

備品費 ￥1,500 

消耗品費 ￥24,683 

交通費 ￥27,980 

人件費 ￥433,000 

その他（注 2) ￥33,890 

合計（２） \797,091 

次月繰越 （１）－（２） \1,984,391 

 
 

2009 年 7 月～9 月分 

収 入 

議員報酬 \2,040,000 

合計 \2,040,000 

支 出 

議員共済掛金 \297,600 

所得税 \127,050 

議員団費 \10,200 

前向きひろば \900,000 

生活費 \705,150 

合計 \2,040,000 
（注 1) イベント参加費  

(注 2） 勉強会参加費 

2009 年 4 月～2009 年 9 月 

収入 

政務調査費（\70,000×6 か月分） \420,000 

利息 \28 

合計（１） \420,028 

支出 

研究研修費（勉強会参加費） \1,500 

資料購入費（コピー代） \278 

広報・通信費（郵送費・印刷代） \339,666 

合計 （２） \341,444 

収支差引 （１）－（２） \78,584 

 

インフォメーション 

第１０回市政報告会 
日 時：１０月２４日（土）午前１０時～１２時        

場 所：堀田会館２階第一料理室 

  （阪急バス豊中高校前から徒歩３分） 

参加費：無料（事前申し込みは要りません） 

主 催：前向きひろば 

連 絡：06-6854-5664 
 

9 月議会報告、7 月から 9 月の活動報告などを 

行います。 

この夏、2 か月間活動をともにしたインターンの 

学生による活動報告も行う予定です。 

注目！ 今年の４月から（昨年度版）子育て応援特別手当が、 

該当世帯に支給されています。 

それとは別に（今年度版）子育て応援特別手当が支給

される予定となっています。 

（注）該当者の中で DV 被害者の方は、居住地の市

町村へ事前申請書を提出して頂くことで、手当てが

直接支給される対応がなされます。 
 

（今後の給付に向けたスケジュール） 

１０月１日 DV 被害者の事前申請開始 

１２月中旬  全対象者に申込書を発送（約１万千人） 

      受付開始（半年間受付） 

１２月末頃 第１回支給（指定口座に振込） 

問合せ：０６－６８５８－２１９２（こども家庭支援課） 


